
スマート環境センシング基盤の構築と地域デ
ザインへの応用に関する研究開発の概要 

【愛媛大学】        ○都築伸二、森脇亮、山田芳郎 
【株式会社愛媛CATV】   柴田裕輔 
【株式会社アイムービック】 森本健一郎、阿部幸雄 
【株式会社ハレックス】     越智正昭、須東博樹 

• 総務省戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE；平成25～
26年度採択課題（地域ＩＣＴ振興型） 

• JGNX- A13010: 同タイトル同組織 

新世代ネットワーク推進フォーラム 
第19回テストベッドネットワーク推進ワーキンググループ会合 

日時：平成26年9月10日（水）14:00～17:00 
場所：KDDIホール(千代田区 大手町1-8-1) 
発表時間：上記の内の20分 



自己紹介：JGNとのお付き合い：2002.7～ 
• JGNX- A13010（代表） 、スマート環境センシング基盤の構築と地域デザインへの応用に関する研究開発、愛媛CATV、アイ

ムービック、ハレックス、2013.9～2016.3 
• JGN2P-A20052(分担),  ケーブルテレビ局間における番組コンテンツ伝送の効率的手法と最適化の研究, 2008.7～2009.3, 愛

媛CATV ・ケーブルテレビ徳島、東阿波ケーブルテレビ、秋田ケーブルテレビ、岩手ケーブルテレビション、BAN-BANテレビ、FA
システムエンジニアリング、山梨大学、山梨県、中央コリドー高速通信実験プロジェクト推進協議会(CCC21) 

• JGN2P-A20042(分担)、超臨場感環境共有通信に関する研究、2008.9～2009.3, NICT, ＦＡシステムエンジニアリング、ＮＨＫメ
ディアテクノロジー 、アスナ 

 JGN2plusアワード（次世代映像技術推進賞), 2011.1.27 
• JGN2P-A20039(分担)、３DハイビジョンコンテンツのIP伝送に関する研究、2008.7～2009.3、ＦＡシステムエンジニアリング、Ｎ

ＨＫメディアテクノロジー、アスナ 
• JGN2P-A20013(分担)、高精細映像情報転送に関する研究、2008.5～2010.3、高知工科大学 
• JGN2-A19022(分担), 3DハイビジョンコンテンツのIP伝送に関する研究, 2007.12～2008.3,  FAシステムエンジニアリング, NICT 
• JGN2-A19021(代表), 高精細動画像の双方向実時間伝送による地域公共ネットワーク利活用実験, 2007.6～2007.6, 松山市, 

FAシステムエンジニアリング, 愛媛CATV, 長崎ケーブルメディア, 高知工科大学, ヘルムス エリアポータル 
• JGN2-A19008(代表)：文化的交流を目的とした遠隔小学校間交流支援に関する研究、2007.8～2008.3, 松山市教育委員会, 

徳島市教育委員会, 徳島大学 , ケーブルテレビ徳島, 愛媛CATV 
• JGN2-A18005（分担),高精細動画コンテンツのマルチキャスト配信に関する 研究電気通信大学、ＦＡシステムエンジニアリン

グ, 愛媛大学, 福井大学, 高知工科大学, 徳島大学、2006.4～2008.3  
 社会貢献 産業活動貢献賞(JGN2 Award), 2008. 1 
 JGN2利用促進賞2007.1 

• JGN2-A17009（分担）,高精細映像情報転送に関する研究2005.12～2008.3, 高知JGN II リサーチセンター, 高知工科大学 
• プラットホーム・アプリケーション技術に関する研究開発 （拠点連携型資源共有技術に関する研究開発）高知ＪＧＮⅡ

リサーチセンター特別研究員、2004.6～2008.3 
• JGN2-A17002(代表), 岩見沢・松山間情報交流事業に関する研究開発, 2005.4～2008.3, 岩見沢市, 松山市 

 JGN2利用促進賞2007.1 
 感謝状、2004.3.15, 次世代超高速ネットワーク推進会議、ネットワーク運営部会長 斉藤忠夫, ＪＧＮにおけるＩＰｖ６サービスの

構築と運用 
• JGN-G14009(代表)、2002.7～2003.3, 広島大学、システムエンジニアリングサービス, ネットスプリング 
• JGN-G13024(代表)、多地点対応型DV ストリーム伝送装置の研究開発, 2002.7～2005.3, 北陸先端科学技術大学院大学、FA 

システムエンジニアリング 

• 地域NW基盤構築 
⇒ DV ストリーム伝送装置の開発・運用を、FAシステムエンジニアリ

ング殿と 
 

4年のブランクを経て、帰ってきました！ 

2014/9/18 2 Shinji TSUZUKI (Ehime University) 



松山も温暖化が進んでいます 

図1. 日本の年平均気温と松山気象台の年平均気温 
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研究のきっかけ：午前中は晴れ、午後曇りの日の発電例 

• 地点A: 愛媛大学で開発したスマートメータによる太陽
光発電量（1分毎の計測） 

• 日照時間（気象協会データ）および、地点C（高井町）：1
時間ごとの計測 

緻密(1分毎)に測定す

ることによって雲の厚
さなどの様子が予想で
きる 

複数の地点を同時に
測ることによって、雲
の動きが予想できる 

↓ 
• 太陽光発電(PV)パネ

ルを雲センサ化して、
付加価値をつける
(⇔FIT) 

天気予報の高精度化 
発電予報への応用 
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• 松山平野の小学校にセンサーを配置して，
ヒートアイランドの現状を、従来から調査し
ている 

 ただし、センサーデータの回収は月に1度、
学生が学校を巡回 

都市化とヒートアイランド現象等、都市気候形成メカニズム解明 （
by 森脇先生） ⇒ リアルタイム計測へ 

測定機器：気温・湿度センサー
（Onset社，U23-001）                  

10 cm 

4 cm 

10 cm 

4 cm 
番町小学校付

近に発生 

2008年7月15日21:00の気温 
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Shinji TSUZUKI (Ehime University) 
藤森ら、水工学論文集、54巻、2010年2月、pp.313-318 



2014/9/18 

SCOPE（スマート環境センシング基盤の構築と地域デザインへの応用に関する研究
開発、平成25～26年度）の取り組みの全体像 

PV既設の小中学校の発電量モニタを、小学校の百葉箱に気象センサーを設置し、無線ネットワークを通して
集めた大容量のデータを、JGN-X内サーバで高度分析する。学校向け理科・環境教育コンテンツ、校区限定
の新たな気象サービスコンテンツを開発。 

6 Shinji TSUZUKI (Ehime University) 

(注) 松山市及び松山市教育

委員会のご協力により

データを収集している。 

（目標：25校） 

気圧・雨滴 

(注) 本研究は松山市及び松山市

教育委員会のご協力により

データを収集している。 
6 Shinji TSUZUKI (Ehime University) 



松山平野内の百葉箱 (25か所) ＋市内PV設置校（公民館等を含めてMAX57か所） 

小学校総数：58 
中学校総数：29 

計：87校 
のうちの約半数にPVが設置
されている 
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• 松山サンシャインプロジェ
クト 

• 住宅オフィス等
25MW(6,122 件)  

⇒平成32 年まで
に住宅オフィス
等に 151MW を
導入 

• 公共施設1MW（57 
施設） ⇒平成 28 年
までに 1.6MW 

道後小学校 

https://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=1&cad=rja&uact=8&ved=0CB0QFjAA&url=http://www.city.matsuyama.ehime.jp/shisei/machizukuri/kankyoumodel/kankyoumoderuoshi.files/teiannsyo.pdf&ei=-scKVMXlAcuiugTfnoAg&usg=AFQjCNFf�
https://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=1&cad=rja&uact=8&ved=0CB0QFjAA&url=http://www.city.matsuyama.ehime.jp/shisei/machizukuri/kankyoumodel/kankyoumoderuoshi.files/teiannsyo.pdf&ei=-scKVMXlAcuiugTfnoAg&usg=AFQjCNFf�
http://www.city.matsuyama.ehime.jp/kurashi/kurashi/seikatsu/kankyo/hatsuden.html�
http://www.city.matsuyama.ehime.jp/kurashi/kurashi/seikatsu/kankyo/hatsuden.html�


気温の細密高頻度予報 (⇒データ同化) 
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愛媛新聞（2014年9月1日）から引用 

1km メッシュでみた松山平野の気温分布を地図に重
ねて描画したページ（平野内の最高気温は 36 度、
最低は 26 度であり、随分場所によって異なる様子

が分かる．） 

http://smartpv-01.ee.ehime-
u.ac.jp/scope/app/#/weather/200 

• エコハウス 
• 植物工場 
• 避暑地 

http://smartpv-01.ee.ehime-u.ac.jp/scope/app/�
http://smartpv-01.ee.ehime-u.ac.jp/scope/app/�


小学校向け環境教育コンテンツ例 
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季節による気温の違い 
（7月26日と1月20日は約25℃異なる） 

（天気と気温の関係も考察できる） 

発電量と天気の関係（曇の時は発電量が
減少する様子が分かる．） 
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● ●小学校 
●●小学校 
●●中学校 

SCOPE 2014年度末のWEBサービスイメージ 

一校当たりの経費＝初期設備費(＝4万円)  
+ 維持費（＝通信回線費＝500円～3千円×12か月） 



PVの発電実績データに基づく日射量推定に関する基礎検討、岡崎、都築、山田、平成 26 年度 
電気関係学会四国支部連合大会、徳島、2014.9.13;  ⇒ PVパネルの日射量計化 
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学会発表前につき空白 



PVの発電実績データに基づく日射量推定に関する基礎検討、岡崎、都築、山田、平成 26 年度 
電気関係学会四国支部連合大会、徳島、2014.9.13;  ⇒ PVパネルの日射量計化 

2014/9/18 12 Shinji TSUZUKI (Ehime University) 

学会発表前につき空白 

⇒パネルの詳細情報は使わない代わりに（ビックデータ） 、発電履
歴を用いる 



PV出力の多地点同時観測と雲の動きベクトル推定への応用, 鈴木、都築、阿部、山田芳郎、平成 26 年度 
電気関係学会四国支部連合大会、徳島、2014.9.13;  ⇒ メッシュサイズとサンプリング時間の考察 
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学会発表前につき空白 



PV出力の多地点同時観測と雲の動きベクトル推定への応用, 鈴木、都築、阿部、山田芳郎、平成 26 年度 
電気関係学会四国支部連合大会、徳島、2014.9.13;  ⇒ メッシュサイズとサンプリング時間の考察 
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学会発表前につき空白 



PV出力の多地点同時観測と雲の動きベクトル推定への応用, 鈴木、都築、阿部、山田芳郎、平成 26 年度 
電気関係学会四国支部連合大会、徳島、2014.9.13;  ⇒ メッシュサイズとサンプリング時間の考察 
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学会発表前につき空白 約3kmメッシュで1分毎観測の時，30km/時以下の雲
であれば雲の動きを推定可能． 



小中学校 
PVモニタリング 

まとめ： スマート環境センシング基盤構築PJのビジョン 

IT農業 

ヒートアイランド対策 

Halex 
天気予報 

API 

百葉箱 
モニタリング ハザードマップ 

住みやすい街 

環境と経済の両立 
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総務省 
SCOPE 

＋ 
JGN-X 

天気予報
の高精度
化高付加
価値化 

環境教育 
コンテンツ 

風の道 

PV普及、 
利活用 

環境センシング基盤 （network & Data Base） by 愛媛大学 

地域理解 

松山スマートハウス 

BEMS・HEMS ・CEMS ビックデータ 

オープ
ンデータ 
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しっかり
SUN 
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